
自動車・自転車・歩行者それぞれの視点で
何を注意したら良いか考えてみましょう！

▲斜め横断や横断歩道以外を渡る
『乱横断』をしていませんか？ま
た、手をあげるなど、『横断意思
表示』が適切にできていますか？

▲ヘルメットの着用を忘れていま
せんか？子どもを同乗させる場合
の二人乗りまたは三人乗りのルー
ルを守れていますか？

◀歩行者が道を渡ろうとしている
ことに気付いていますか？
自転車も急に方向転換するかもし
れません。

　

令
和
２
年
中
の
深
谷
市
に
お
け
る
交

通
事
故
死
傷
者
数
は
５
５
３
人
（
死
者

数
は
６
人
）
で
す
。
市
民
の
交
通
安
全

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

令
和
元
年
と
比
べ
て
死
傷
者
数
は
91
人

減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
12
月
に
は
、
市

内
で
３
件
の
死
亡
事
故
が
立
て
続
け
に

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
多
発

に
伴
う
『
深
谷
市
緊
急
宣
言
』
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
２
月
末
を
も
っ
て
宣
言

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行
者
そ
れ
ぞ

れ
が
守
る
べ
き
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
６

件
の
う
ち
４
件
は
、
夕
暮
れ
時
ま
た
は

夜
間
に
発
生
し
た
事
故
で
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
を
心
掛
け
、
視
認
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
車
両
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

　

夜
間
の
運
転
で
は
、
道
路
を
横
断
す

る
歩
行
者
な
ど
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
、
先
行
車
や
対
向
車
が
い
な
い
と
き

は
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
上
向
き
ラ
イ
ト
）

を
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
が
見
落

と
し
が
ち
な
の
が
、
横
断
歩
道
を
横
断

し
よ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
が
い
る
場

合
の
一
時
停
止
義
務
（
道
路
交
通
法
第

38
条
）
で
す
。
埼
玉
県
警
察
で
は
、
こ

の
道
路
交
通
法
第
38
条
の
遵
守
を
促
す

『
Kキ

ー

プ

E
E
P
38
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
埼
玉
県

警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
以
下
の
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

自
転
車
の
運
転
に
も
責
任
と
危
険
が

伴
い
ま
す
。
自
転
車
運
転
中
の
死
亡
事

故
で
は
、
頭
部
負
傷
に
よ
る
も
の
が
約

５
割
を
占
め
て
い
る
た
め
、
運
転
の
際

は
、
ま
ず
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
頭
の
大
き
さ
に
合
っ

た
も
の
を
着
用
し
て
、
あ
ご
ひ
も
を
必

ず
し
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
転
車
も
自
動
車
と
同
じ
『
車

両
』
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
時

停
止
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
酒
酔
い
運
転
な
ど
の
危
険
行

為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、

埼
玉
県
で
は
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
害

者
の
救
済
だ
け
で
は
な
く
、
加
害
者
の

▪
自
動
車

▪
自
転
車

▪
歩
行
者

　４月から新しい生活がスタートし、通学・通勤路や交通手段が変わったというかたも多いので
はないでしょうか。そんな時こそ気を付けなければならないのが交通事故です。
　今月は、交通事故をなくすために私たち一人ひとりに何ができるのか、考えていきましょう。

～交通事故ゼロのまちを目指して～～交通事故ゼロのまちを目指して～
みんなで守ろう！交通安全みんなで守ろう！交通安全
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交通事故による市内の死傷者数
  （令和2年12月末時点）

令和元年

644人 553人

（
人
）

700

深
谷
市
の
交
通
事
故
状
況

守
る
べ
き

   

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

▲『KEEP38プロジェク
ト』シンボルマーク

▲埼玉県警・道路横断時
の安全行動イメージキャ
ラクター『サインちゃん』

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
加
入
し
ま

し
ょ
う
。　

※この写真は、交通安全啓発DVD用に撮影されたものです。※この写真は、交通安全啓発DVD用に撮影されたものです。
危険ですので、絶対にまねをしないでください。危険ですので、絶対にまねをしないでください。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
思
い

や
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
出
掛
け
る
際
に

は
、な
る
べ
く
明
る
い
色
の
服
を
選
び
、

反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。　

　

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
サ
イ
ン

（
合
図
）
で
横
断
す
る
意
思
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
首
を
大
き
く
振
っ
て
左

右
の
安
全
を
確
認
し
、
次
に
手
を
あ
げ

る
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
顔
を
向
け
る
な
ど

し
て
、
横
断
す
る
意
思
を
明
確
に
伝
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
横
断
し
な
い
時
は
、
横
断
歩

道
の
近
く
に
立
た
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
迷
わ
ず
停
止
で
き

る
よ
う
歩
行
者
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

～交通事故ゼロのまちを目指して～

みんなで守ろう！交通安全

答えはひとつじゃないよ！
交通事故をなくすためには、一
人ひとりが交通安全について考
え続けることが大切だね！
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免許証の自主返納もひとつの手段です！

・運転免許証の返納（申請取消）を申請
・運転経歴証明書を交付申請

最寄りの警察署または免許センター

シルバー・サポータ―
協賛事業所

運転経歴証明書の交付

運転免許証の自主返納を
希望する 65 歳以上のかた

1

2

運転経歴証明書を提示3

高齢者運転免許自主返納サポート（シルバー・サポーター制度）

※詳しくは、埼玉県警察ホームページでご確認ください          

運転経歴証明書の提示で利用できるさまざまな
特典があります

　

現
在
、
県
内
で
は
、
高
齢
者
が
関
わ

る
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
か
た
の
う

ち
、高
齢
者
の
割
合
は
、１
月
が
58
％
、

2
月
も
68
％
と
非
常
に
多
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
深
谷
警
察
署
で
は
70
歳
以
上
の

高
齢
者
３
３
１
人
に
対
し
、
独
自
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
示
し
て
い
る
の
が
左
記

の
円
グ
ラ
フ
で
す
。
①
の
設
問
で
『
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け
て
い

る
』と
答
え
た
か
た
、②
の
設
問
で『
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
に
乗
っ
て
い
る
』

と
答
え
た
か
た
の
い
ず
れ
も
、
全
体
の

30
％
に
満
た
な
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た

さまざまな交通安全の取り組み
深谷市オリジナル交通安全啓発DVD

ふっかちゃんヘルメットサポート事業

①車にドライブレコーダー
を取り付けていますか？

取り付けている
取り付けていない

28％

72％

②安全運転サポート車に
乗っていますか？

乗っている
乗っていない

26％

74％

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

無
事
故
や
無
違
反
で
年
齢
を
重
ね
る

と
、
自
分
の
運
転
へ
の
『
自
信
』
に
つ

な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
『
過

信
』
と
な
っ
て
し
ま
う
と
重
大
な
事
故

を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
判
断
能
力
は

低
下
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け
、
安
全
運
転

を
支
援
す
る
『
被
害
軽
減
（
自
動
）
ブ

レ
ー
キ
』
や
『
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時

加
速
抑
制
装
置
』
な
ど
を
搭
載
し
た
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
に
乗
り
換
え
る
な

ど
、
事
故
の
回
避
や
被
害
軽
減
に
向
け

て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　　　

　令和 2年の交通事故発生状況は、人身・物件事故とも
に令和元年と比べて減少しました。市民の皆さんが日々安
全運転を心掛けてくださった結果です。
　しかし油断は禁物です。令和３年１月から３月までの埼
玉県内の交通事故件数は、昨年同時期と比べて増加してい
ます。さらに、市内では、65歳以上の高齢者が関わる事
故が多発しています。認知機能などの低下は、自分だけで
は気が付かないこともありますので、家族や周囲のかたに
サポートしていただき、場合によっては自動車運転免許証
の自主返納もご検討ください。
　交通事故が起こる原因はさまざまですが、ドライバーの
『イライラ』、『焦り』、『疲れ』の度合いが高い時に事故が
起こりやすくなります。時間に余裕を持って行動するなど、
落ち着いてゆとりを持って運転してください。
　また、交通事故を減らすためには歩行者側からの働きか
けも大切です。道路を横断する際は、手をあげて『道路を
渡りたい』と意思表示をすることで防ぐことができる交通
事故もあります。皆さん、ぜひご協力をお願いします。

寄居警察署　堀
ほり

口
ぐち

　晴
はる

幸
ゆき

　交通課長
※深谷・岡部地区は深谷警察署、川本・花園地区は寄居警察署が
管轄となり、市は両警察署と連携して安全対策を行っています。

もしも運転に不安を感じたら…

　新型コロナウイルス感染症の影響により、市内小学校での交通安全教室を中止せざるを得ない状況が
続いています。こうした状況下においても、これまで以上に交通安全の大切さを学べるようにするため、
深谷警察署などの協力のもと、『深谷市オリジナル交通安全啓発DVD』を制作しました。
　市内に実際にある危険箇所での撮影を通じた注意喚起など、小学生が興味を持って視聴できる工夫が
随所に施されています。新４年生が今春受講する交通安全教室から視聴を開始する予定です。

　市では、『ふっかちゃん子ども福祉基金』を活用して、新小学校 1年生
と年度途中転入生を対象に、『ふっかちゃんヘルメット』の購入補助を行っ
ています。ヘルメットを着用することで、通学時や自転車運転中の子ど
も達の大切な命を守ると同時に、交通安全対策の推進を図っています。 ▲ふっかちゃんヘルメット

ふっかちゃんランドセルカバー
　毎年、深谷交通安全協会および寄居地区交通安全協会から、新小学校
1年生を対象に、『ふっかちゃんランドセルカバー』が寄贈されています。
　明るい蛍光色に『ふっかちゃん』がデザインされ、暗い場所でも児童
の居場所が目立つように工夫されています。 ▲ふっかちゃんランドセルカバー

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
で
き
る
こ
と

寄居警察署交通課長さんに寄居警察署交通課長さんに
聞きました！聞きました！
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